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1年でま必要性が示されなければ査定
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佐

ことし7月分で北海道、栃木、埼玉、熊本(以上各 1件 )、
神奈川(7件 )で査定あり

診療報酬
興
奮
な
ど
の
副
作
用
を
避

け
、
個
々
の
患
者
に
適
し
た
認

知
症
医
療
の
充
実
に
、
公
平
で

明
確
な
審
査
が
課
題
と
な
る
。

９
県
少
量
投
与
認
め
ず

認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
抗
認
狙
工
楽
を
規
定
の
有
効
量
を
下
回

っ
て
少
量
投
与
し
た
場
合
、
過
去
３
年
間
で
全
国
の

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（国
保
連
）
の
う
ち
９
県
が
医
療
機
関
か
ら
の
診
療
報
酬
支
払
い
請
求
を
認
め
な
い
査
定
を
し

た
こ
と
が
、
共
同
通
信
の
調
査
で
２．
日
、
分
か

っ
た
。
２６
都
県
で
は
、
認
め
な
い
査
定
は
な
か

っ
た
と
し
、
１２
県
が
少
量
投

与
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
な
ど
、
抗
認
知
症
薬
の
扱
い
に
地
域
差
が
あ

っ
た
。

抗
認
知
症
薬
の
増
量
規
定
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
認
知
症
状
の
進
行
を
抑
制
す
る
飲
み
薬
と
し

て
ド
ネ
ペ
ジ
ル
、ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
、
メ
マ
ン
チ
ン
、

貼
り
薬
と
し
て
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
が
承
認
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
吐
き
気
な
ど
を
防
ぐ
た
め
少

量
で
始
め
、
有
効
量
ま
で
増
量
す
る
と
の
使
用
規

定
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
ネ
ペ
ジ
ル
は
１
日
１
回

３
、げ
″
フか
ら
始
め
、
１
～
２
週
間
後
に
５
ぼ
％
に

増
量
。
高
度
認
知
症
に
は
さ
ら
に
４
週
間
以
上
経

過
し
て
１０
、ｒ
協
ま
で
増
量
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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厚
生
労
働
省
は

「少
量
疫
与
も

医
学
的
に
妥
当
だ
と
判
断
す
れ

ば
認
め
て
い
る
は
ず
。
審
査
の

差
異
は
解
消
し
よ
う
と
努
め
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。

抗
認
知
症
薬
は
飲
み
薬
の
ド

ネ
ペ
ジ
ル
な
ど
４
種
類
が
承
認

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
少
量

で
始
め
、
約
１

・
７
～
４
倍
の

有
効
量
ま
で
増
量
す
る
よ
う
添

付
文
書
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
医
療
に
携
わ
る
医
師
ら

で
つ
く
る

「抗
認
型
覇
栄
の
適

量
処
方
を
実
現
す
る
会
」

（代

表

。
長
尾
和
宏
医
師
）
に
よ
る

と
、
増
量
で
興
奮
や
歩
行
障
害

な
ど
の
副
作
用
が
頻
発
し
て
い

る
が
、
患
者
の
状
態
に
合
わ
せ

て
少
量
処
方
を
す
る
と
、
審
査

で
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

る
。
薬
剤
費
が
医
療
機
関
の
負

担
に
な
る
恐
れ
か
ら
医
師
が
少

量
投
与
を
控
え
、
認
知
症
医
療

の
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
る

と
い
う
。

７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
や

自
営
業
者
ら
を
対
象
に
す
る
各

都
道
府
県
の
国
保
連
の
審
査
担

当
者
に
、
過
去
３
年
間
に
請
求

を
認
め
な
い
査
定
を
し
た
例
が

あ

っ
た
か
を
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
千
葉
、
愛
知
、
兵
庫
な

ど
９
県
で
「あ
る
」
と
答
え
、
２６

都
県
で
「な
い
」
と
回
答
し
た
。

認
め
な
か

っ
た
理
由
は
只
添

付
文
書
の
）
用
法
用
量
に
従
う
」

（岐
阜
、
静
岡
）
、

「有
効
用

量
で
は
な
い
」

（島
根
）
な
ど

だ

っ
た
。　
一
方
、

「
医
学
的
判

断
で
少
量
投
与
も
あ
り
得
る
Ｌ

（
二
重
）
、

「患
者
に
よ
り
認

め
ら
れ
る
べ
き
だ
」

（広
島
、

徳
島
）
と
す
る
地
域
も
あ
り
、

見
解
が
分
か
れ
た
。

主
に
被
雇
用
者
が
対
象
の
社

会
保
険
診
療
鞭
酬
菱
私
基
金
は

今
年
７
月
の
診
療
分
で
、
北
海

道
、
栃
木
、
埼
玉
、
熊
本
で
各

■
件
、
神
奈
川
で
７
件
の
査
定

が
あ

っ
た
と
回
答
し
た
。

医
師
の
裁
量
認
め
よ

認
知
症
の
医
療
や
ケ
ア
に
詳

し
い
群
馬
大
医
学
部
保
健
学
科

の
山
口
晴
保
教
授
の
話
　
薬
の

添
付
文
書
の
根
拠
と
な
る
臨
床

試
験
は
集
団
を
扱
い
統
計
的
に

有
効
量
を
は
じ
き
出
す
が
、
抗

認
知
症
薬
に
ど
う
反
応
す
る
か

は
患
者

一
人

一
人
で
違
う
。
有

、公
的
保
険
で
は
困
難

認
知
症
治
療
が
専
門
の
順
天

堂
大
の
新
井
平
伊
教
授

（精
神

一
行
動
科
学
）
の
話
　
用
法
用

量
と
医
師
の
裁
量
を
め
ぐ
る
間

題
は
、
ほ
か
の
薬
で
も
あ
る
。

抗
認
知
症
薬
の
最
低
用
量

（開

始
量
）
へ
の
減
量
は
、
添
付
文

書
が
改
訂
さ
れ
た
現
在
は
認
め

効
量
で
副
作
用
が
出
る
人
や
、

少
量
で
効

果
の
あ
る
人
が
い

る
の
が
現
実
だ

。
添
付
文
書
通

り
で
な

い
か
ら
と
い

っ
て

一

律
に
査
定
す
る
の
は
問
題
だ
。

医
師
の
裁
量
を
認
め
、
厚
生
労

働
省
が

「適
宜
減
量
で
き
る
」

と
い
う
統

一
見
解
を
出
せ
ば
よ

い
。

ら
れ
解
決
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
れ
よ
り
低
い
量
に
つ

い
て
は
デ
ー
タ
が
な
く
、
公
的

保
険
で
は
認
め
に
く
い
。
そ
の

治
療
期
間
に
悪
化
し
た
際
に
は

医
師
の
倫
理
的
費
任
が
間
わ
れ

る
。
医
師
主
導
の
臨
床
研
究
を

行
い
、
科
学
的
根
拠
を
示
す
べ

き
だ
。
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300体 集 結 浜松でGP開幕

臨難
驀
蠅
粽
酪
財

と
す
る
方

向
だ

。

ひ
と
り
親
家

一
％
と
な

っ
て
お
り

、
子
育

て

の

重文如法寺仏殿再生祝う
約
４
年
に
わ
を

保
存
修
理

工
事
を
終
え
た
大
洲
市
油
天
一の

国
重
要
文
化
財
「如
法
寺
仏
殿
」

で
２．
日
、
竣
工
（し
ゅ
ん

」́う
）

式
と
落
慶
法
要
が
あ
り
、
檀
家

（だ
ん
か
）
ら
約
９０
人
が
完
成

を
祝
い
、
新
た
な
歴
史
が
紡
が

れ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
た
。

如
法
寺
は
、
１
６
６
９

（寛

文
９
）
年
に
大
洲
藩
主
加
藤
泰

興
が
盤
珪
永
琢

（ば
ん
け
い
よ

社
会
共
創
学
部

Ａ
Ｏ
入
試
開
始
愛
媛
大

愛
媛
大
が
２
０
１
６
年
度
に

新
設
す
る
社
会
共
創
学
部
に
つ

い
て
、
受
験
生
の
個
性
を
重
視

し
て
書
類
や
面
接
な
ど
で
選
考

す
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
オ
フ

ィ
ス
（Ａ
Ｏ
）入
試
Ｉ
が
２．
日
、

２
０
１
６
年
度
に
愛
媛
大
に
新

設
さ
れ
る
社
会
共
創
学
部
の
Ａ

Ｏ
入
試
Ｉ
に
臨
む
受
験
生
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く
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